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スーパー 完全数

は を満たす そこで 一般に

を満たす を概完全数 とよぶ

この逆が言えるか すなわち概完全数が に限るか これ

はよく知られた難問である

を素数とするとき はユークリッド

の完全数である ユークリッドの完全数の べき部分

とするとき これは を満たす

そこで一般に を満たす をスーパー 完全数と

いう



スーパー 完全数 が偶数なら は素数となる

ことを は 年に証明しスーパー完全数の

展開へ口火を切った

与えられた整数 について を満たす を

だけ平行移動した完全数という

完全数の平行移動を考えることは意味のある発展をもたら

した

スーパー 完全数においてもその平行移動を考えることは

スーパー双子素数を量産することなど重要な副産物をもたら

した

ユークリッドの完全数の べき部分は大切であることが分

かったが 残りの素数部分 はメルセンヌ素数と

呼ばれて 巨大な素数の構成に重要な役を演じ続けている



スーパー メルセンヌ完全数

私は ユークリッドの完全数の素数部分であるメルセンヌ

素数 を取り出して理論が作れないか考えたこ

とが何回かある

実際には こんなことを考える自分はどうかしていると自

虐的にもなった しかし今回はうまく行った これには驚いた

重要な産物はゴジラのような完全数である

を奇素数とする した

がって は偶数になる

となるので

とおくと



そこで得られた次式を スーパーメルセンヌ完全数 の連

立定義式という

その解 をスーパーメルセンヌ完全数 また をそのパー

トナーという

さらに をシャドウという



命題 が素数になる必要十分条件は

が素数 なら

ゆえに

ここで概完全数の予想を使うと

なので が素

数になる を選べば が解になる

逆も容易

概完全数の予想がこのような形で役立つのはすばらしいこ

とだと思う



計算例

いろいろな 　について だけ平行移動したスーパーメ

ルセンヌ完全数を計算してみた が素数なら にな

る場合が標準的である が素数でない場合を で印した

素因数分解 素因数分解 素因数分解



が素数にならないものに興味がある

その場合 裏メルセンヌ完全数と呼びたい

のとき がありこのとき



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解

スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解



変な奴

スーパーメルセンヌ完全数は本来の定義に基づけば が

偶数の場合にのみ考えるべきである 実際 が偶数だと解

は素数の場合が多く これは平行移動 のメルセンヌ完全素

数というべきものである

しかしながら が奇数の場合も考える が奇数の場

合にパソコンで計算してみるとわずかな解があるだけのよう

だ 私はここで 冥王星の研究を想起する

冥王星に探査機を飛ばして近くから眺めると 実にさまざ

まな風景がありいくら研究しても追いつかない豊富な世界だ

った



には 素数 となる解が

３個ある

他の場合と異なり 明らかに変な奴である

ここには不思議な法則がありそうだ

そこで に を代

入する

と を代入する

をえる



命題 を満たすとき は

となる

よって

が素数 になる場合は解である



の解

こうして解があらたに発見された



命題 を を仮定して

を導く ただし仮説を使う

を代入すると

により

これより 次の仮説を使う

注意 素数 について が成り立てば

は のべき

ただし には反例が知られていないが 万以下

では次の反例がある

のとき

のとき



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解

スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解



スーパー メルセンヌ完全数 合流型

スーパーメルセンヌ完全数には素数の例が圧倒的に多かっ

た それはスーパーメルセンヌ完全数の定義が強権的なこと

を意味する

オイラー関数を用いて力を少し弱めてみる どうなるかは

結果を見て判断すればよい

を素数とする

となるので

とおくと

ここで としないで

を使うと

そこで得られた式

と

を スーパーメルセンヌ完全数合流型 の連立定義式その

解をスーパーメルセンヌ完全数合流型



スーパーメルセンヌ完全数 合流型 の計算例



スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解

スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解



スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解



のとき解 には元祖メルセンヌ素数が並ぶ しかし

それ以外の解が複数個ありそのパートナーは の形で

ある これは一般にも成り立つかどうかはわからない



スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解



の場合は となり

などと来て を除くとフェルマー素数順に並んだ

積となる これには感嘆せざるを得ない

これを少し仮定をおいて証明を試みる

命題 のとき を仮定すると と書け

て はフェルマー素数順に並んだ積となる

スーパーメルセンヌ完全数 合流型の連立定義式は

となる

のとき

より

となるとき フェルマー素数順に並んだ積

となる



スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解



のときスーパーメルセンヌ完全数合流型は見事な

までに美しい世界をみえてくれた

によって 素数 素

数 となっている

平方を与える印がゴジラの頭から尾までつづく板を連想さ

せる しかも板は の 系列がある すばらしい

スーパーメルセンヌ完全数 合流型の中にゴジラみたいな

ものを発見できた これほど大きな感激はない



ゴジラのような完全数



定理 のとき 解は 素数 を仮定すると

と書ける

のとき定義式は

により は で割

れない偶数なので は で割れないと

する

なので

を代入して

よって したがって



逆に とおくとき が素数と仮定すると

は

実際 なので

により

ともに正 を動かして と書ける素数が無

限にあればいいのだが 証明できる可能性は絶無であろう

を代入して

よって したがって

とおくとき よって



スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解



底が一般の場合のスーパーメルセンヌ完全数

奇素数 を固定し これを底とみなして

が素数と仮定する すると

により

なので

これより

そこで とおくと

それゆえ、

を使うと



よって と

を連立させて この解 をスーパーメルセンヌ完全数といい

をそのパートナ をシャドウという



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解

を次の式に代入



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解

スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解 素因数分解



となるが

が仮定されているので

によって

よって と

を連立させて スーパー メルセンヌ完全数合

流型の定義方程式とい

この解 をスーパー メルセンヌ完全数合流型といい を

そのパートナ をシャドウという



命題 スーパー メルセンヌ完全数合流型の解 が素数な

ら パートナー は

が素数なら と

ゆえに

ゆえに

は の倍数なので と書ける

によ

って





スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解



スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解



スーパーメルセンヌ完全数 合流型

素因数分解 素因数分解 素因数分解


